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はじめに

横河計測のスコープコーダシリーズは、オシロスコープのトリガを使った繰り返し信号を
補足する機能と、データレコーダの多チャネルで長時間記録の機能を兼ね備えた絶縁
入力のユニークな統合型計測器です。

スコープコーダは、最高200 MS/s（帯域40 MHz）の高速サンプリングと最長50日の
長時間記録が可能な、絶縁入力のオシロスコープとして、またデータレコーダとしてご
利用いただけます。

スコープコーダの共通プラグインモジュールを使った高速データアクイジションユニット 
SL1000もあり、高速サンプルレートの計測システムを構築できます。

「スコープコーダ」は、オシロスコープの「スコープ」とデータレコーダの「コーダ」を組み
合わせた横河計測の造語で、製品の機能を表しています。

共通プラグインモジュール

電圧 温度 ひずみ 加速度
（振動）

周波数
（パルス） ロジック CAN/CAN FD

/LIN/SENT

電流
（電流プローブ利用）

音
（マイクロフォン利用）

トルク
（トルクセンサー利用）

圧力
（圧力センサー利用）

特長
●● 測定ニーズにあわせた柔軟なシステム構築と変更
●● 電圧出力の各種センサー信号を測定
●● 共通プラグインモジュールにより、資産を有効利用
●● 同じモジュールを異なるモデルで使用でき、データの再現性を維持

オシロスコープ DLM3000/DLM5000
※2台連結で16 CH（DLM5000）

スコープコーダ DL350/DL950
※5台連結で最大160 CH（DL950）

高速データアクイジション SL1000
※8台連結で最大128 CH（SL1000）サ

ン
プ

ル
レ

ー
ト（

S/
s）

8 32
CH数

1000

1G

100 M

10 M

1M

低速データアクイジション

共通プラグインモジュール

組み込みシステム向け
高速データアクイジションユニット

SL1000

研究・開発向け
スコープコーダ

DL950

現場向け
ポータブル スコープコーダ

DL350
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1. �オシロスコープとデータレコーダの機能を
１台で実現

課 題

オシロスコープとデータレコーダを併用している
●● �オシロスコープでは長時間の波形記録ができないため、
データレコーダを併用しているが、同期が難しい

●● データレコーダでは、サンプルレートが不足

選ばれる理由1

オシロスコープとデータレコーダを 
1台に集約できます。
スコープコーダは、ロングメモリーの絶縁オシロスコープ
として、または高速サンプリングのデータレコーダとして利
用できます。

スコープコーダ

データレコーダ

オシロスコープ

スコープコーダの特長機能

独自チューニングの組み込みOSを採用  
●● 高速起動
●● 面倒なWindows Updateが不要
●● ウイルス対策不要
●● ネットワーク接続の制限なし
●● OSのサポート期間の影響を受けず、長期利用可能

デュアルキャプチャー機能 
●● �低速サンプリングで波形データ（低速側）を取り込みなが
ら、トリガ時に高速サンプリングで波形データ（高速側）を
取り込み、ヒストリ波形として最大5000枚（DL950の場
合）を保存

●● �保存された高速サンプリングデータは、ゾーンやパラメー
タなどの条件で検索

●● �ヒストリ波形の1波形や全波形、アベレージ波形の表示
●● �ヒストリ波形に対する、カーソルや自動波形パラメータ抽
出、FFT、波形演算

高速サンプリングでのキャプチャー波形

高速イベント低速サンプリングでのトレンド波形

高評価

高評価
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2. �高速サンプリング・高分解能、 
長時間・多チャネル記録

課 題
●● �オシロスコープではレコード長やADC分解能、CH数
が不足

●● �オシロスコープでレコード長を長くとると、サンプルレー
トが低下
●● データレコーダでは、サンプリング周波数が不足

選ばれる理由2

高速サンプリング：最高200 MS/s （DL950）
高分解能：12/14/16 bitの絶縁入力モジュール
長時間記録：最長50日の連続記録
多チャネル記録：最大32 ch（DL950）*1

*1： 最大5台のDL950を連結同期、最大160 ch

DL950とオシロスコープのレコード長に対するサンプルレート（S/s）

製品モデル DL950 / 720212*2 オシロスコープ　
DLM3000

他社汎用
オシロスコープ

Time/Div 1ns ― 2.5 G 2.5 G
100 ns 200 M 2.5 G 2.5 G
1µs 200 M 2.5 G 2.5 G
1ms 200 M 2.5 G 500 M
10 ms 200 M 2.5 G 100 M
1s 200 M 50 M 1M
20 s 20 M 2.5 M 50 k

ADC分解能 14 bit 8 bit 8 bit
最大レコード長 4 Gポイント 500 Mポイント 10 Mポイント

*2：720212 高速200 MS/s 14ビット 絶縁モジュール

注目

注目

オシロスコープでは、測定時間とレコード長、サン
プルレートの関係は次の式で表されます。

〈基本関係式〉
	測定時間 ＝ レコード長 ÷ サンプルレート
	（測定時間 ＝ Time/Div ×10）

一般には時間軸分解能を落として測定時間を長く
すると、レコード長が限られるためにサンプルレー
トは低下します。

スコープコーダの特長機能

オートセットアップ機能  
入力信号に適した垂直軸/水平軸、トリガレベルなどを自動
的に設定、測定を開始。ストレスない初期設定ができます。

PCストリーミング機能 （DL950）
USB3.0またはEthernet、10 Gbps Ethernet経由でPC
のストレージへ長時間連続記録します。

（統合計測ソフトウェアプラットフォームIS8000を利用）

マルチサンプリング機能 （DL950/SL1000）
チャネルごとにサンプルレートを変更でき、全体のデータ量
を抑え、保存やデータ転送速度を改善します。

高評価
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3. 絶縁入力による安全性の確保

課 題

機器の破損や感電事故が心配
●● 計測器や機器の破損、ブレーカーを落とす恐れ
●● 感電事故が心配

ご注意 

オシロスコープをグランドから浮かせて使用すると筐体が電位を持
ち、筐体に触れた場合に感電事故につながる可能性があります。オ
シロスコープを含め計測器は必ず接地した状態でお使いください。

オシロスコープとスコープコーダの入力チャネルの違い

選ばれる理由3

絶縁入力
異なるグランドレベルの複数の信号を測定できます。

最大1000 V（DC＋ACpeak）入力
高電圧測定に対応し、過入力による破損リスクを低減します。

絶縁オシロスコープとして利用可能 
DL950は最大40 MHz・16 ch、DL350は最大20 MHz・
4 chのロングメモリーの絶縁オシロスコープとして利用で
きます。

高評価

データ
処理
回路

電源

オシロスコープ

FG

差動
プローブ

プローブ

ADCLPFAMPATT

ADCLPFAMPATT

～

～

データ
処理
回路

FPGA

電源

スコープコーダ

FG

プローブ

プローブ

絶縁BNC 絶縁入力モジュール

絶縁ブロック

ADCLPFAMPATT

ADCLPFAMPATT

パラレル
シリアル
変換

パラレル
シリアル
変換

～

～

入力とオシロスコープのグランドが共通のため、
そのグランドに接地された信号のみ測定可能。
異なるグランドの場合は差動プローブを必ず
使用する。

入力とスコープコーダのグランドが絶縁されているため、
グランドの異なる信号でも測定可能。
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4. 厳しいノイズ環境での高い信頼性

課 題

電磁波ノイズにより計測器が誤動作する場合がある
インバータ等のノイズ源からの電磁波ノイズにより、計測器のタッチパネルの誤動作や計測の異常を起こしたことがある。

選ばれる理由4

ノイズに強い設計 
●● 環境ノイズに強い設計
●● �DL950は、万が一タッチパネルが誤動作する場合は、
タッチパネルをOFFにして、ハードキーとジョグダイヤ
ルで操作可能

●● �DL350は、ノイズに強い薄膜抵抗方式タッチパネルを
採用、スタイラスペンや手袋のままタッチパネルの操作
が可能

インバータ等のノイズ源

高評価

高速絶縁テクノロジー isoPRO

共通プラグインモジュールには、その高速絶縁回路に横河計
測が開発したisoPROテクノロジーを採用しています。
isoPROは光ファイバーを使用することにより、高速ADコン
バータのクロックデータと測定データの高速伝送、および高
電圧絶縁の両立を実現しています。

720268高圧1MS/s 16 bit絶縁モジュールでは、絶縁デバ
イスの採用および回路の改良により、入力電圧1000 Vrms、
サンプリング速度1MS/sおよびCMRR（同相ノイズ除去比）
の改善を両立しました。
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スコープモード
●● �Time/Divとレコード長で、時間軸を設定するモード
●● オシロスコープで一般的な時間軸の設定方法
●● オシロスコープと同様のトリガ機能を使って波形を捕捉

DL950 スコープモード画面例

メモリーレコーダモード
●● �測定時間とサンプリング間隔で、時間軸を設定するモード
●● データレコーダで一般的な時間軸の設定方法
●● スタートからストップまで連続で波形を記録

DL950 メモリーレコーダモード画面例

5. �オシロスコープ・データレコーダと同様の
直観的操作性

課 題

操作性の異なる計測器の導入に抵抗がある
使い慣れた計測器から別の新しい計測器に置き換える際、
その操作性や使い勝手の違いには戸惑ってしまう。

選ばれる理由5

オシロスコープとデータレコーダの 
２つの操作モード

●● �オシロスコープとデータレコーダそれぞれの設定方法に
対応した２つの操作モードを搭載

●● �DL950/DL350はタッチスクリーンを搭載、直観的な
操作が可能
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コラム  よく使うアプリケーションに簡単アクセス・簡単設定

DL950では、よく使うアプリケーションをアイコン化したアプリケーションメニューを用意しました。使いたいアプリケーション・アイコンをタッチすると、該当アプリケーションのグラフィ
カルな設定画面が表示されます。ウィザード画面に沿って簡単に初期設定を行うことができます。

【必要なオプション】 ●● 電力解析、高調波解析には、/G05オプションが必要です
●● �エンコーダ回転角算出には、/G03または/G05オプションが必要です
●● GPS位置情報には、/C35オプションが必要です

設定手順
Step1 　APPLICATIONキーを押す。
Step2 　アプリケーション一覧またはお気に入りから、アプリケーションを選択する。 Step3 　画面の指示に従って設定を行う。

Step4 　START/STOPキーを押して、測定を開始する。
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6. �測定データをリアルタイム演算、 
その場で解析

課 題

PCにデータを転送して、PC上で解析をしている
オシロスコープやデータレコーダで一旦データを取り込
み、後でPC上で解析する場合、業務のスピード、生産
性が落ちる。

選ばれる理由6

ハードウェアによるリアルタイム演算機能
（DL950/G03または/G05）

測定データを観たい単位系にリアルタイムに変換します。
●● PWM信号の復調
●● トルクセンサーの出力信号をトルク値へ変換
●● レゾルバ・エンコーダの出力信号を回転角度へ変換
●● 演算結果を他の入力波形と同時にトレンド表示

PWM信号の復調例

サンプルレートが低下しない
リアルタイム演算を行ってもサンプルレートは低下せず、
最高200 MS/sの高速サンプリングが可能です。

演算結果でのトリガやズーム解析 
リアルタイム演算結果でのトリガやズーム解析ができます。

ディジタルフィルタ
最大16 ch同時のフィルタリングが可能で、センサー出力
など信号に含まれるノイズを除去します。演算結果に対し
てもフィルタが設定できます。

電力の過渡的変化の測定
電力パラメータの演算や過渡的変化を測定します。
※併せて、プレシジョンパワースコープ PX8000をご検討ください

DL950 リアルタイム演算のブロック図

16 ch 16 ch
16 ch

16 ch

/G03オプション

リアルタイム演算 Trigger Circuit

Real Time Math
各種演算

Plug-in
Module

ディジタル
フィルタ

GIGAZoom
Engine3

ACQ 
Memory

Digital Filter

高評価
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コラム  リアルタイム演算機能の応用例

モーター駆動システムの性能評価、トラブルシューティング
●● �電圧・電流波形と共に、トルクセンサーやレゾルバ・エンコーダなど回転センサーの
出力からリアルタイム演算したトルク値や回転角度・回転速度を長時間記録、トレン
ド表示
●● �演算結果のトルク値や回転角度・回転速度でトリガをかけることができ、システムの
性能評価やトラブルシューティングに威力を発揮

●● �測定した電圧・電流波形から電力パラメータを一括して演算し、電力効率やモーター
効率を算出

●● インバータの出力電圧・電流から、1サイクルごとの電力パラメータを演算
●● PWM演算で基本波波形を演算

電動パワーステアリング（EPS）の評価
●● �ステアリング操作のトルクや操舵角をリアルタイムに演算、ECUの入出力、アシスト
モーターの動作などとともに長時間記録、トレンド表示

●● 演算結果に対しトリガをかけ、異常を検出
●● CAN/CAN FD/LIN/SENTバスのデータ（車速など）を同時記録、トレンド表示
●● �統合計測ソフトウェアプラットフォームIS8000を使い、DTSインサイト社の
RAMScopeと同期計測

負荷

入力 AC/DC変換 DC/AC変換・変調 トルク/回転
センサー

駆動モーター

3電圧、3電流
3電圧、3電流

インバータコンバータ

コントロール
ユニット

レゾルバ
＆センサー

モーター
駆動電流

車速信号

アシストモーター

ラック＆ピニオンギア

操舵角
操舵トルク
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コラム  リアルタイム演算機能の応用例

パワーコンディショナの電力、変換効率、高調波解析
●● �発電システムなどのパワーコンディショナの電圧・電流波形を高速サンプリングし、そ
の実効値および有効電力、変換効率および高調波を演算

●● 注目する高調波の次数の値が規定値を超えた場合にトリガをかけて異常を検出
●● 電力の過渡的変化を測定
●● ウェーブウィンドウトリガを使い、三相交流電源信号の異常を簡単に捕捉
●● �統合解析ソフトウェアプラットフォーム IS8000を使い、プレシジョンパワーアナライ
ザWT5000と同期計測

振動エネルギーの観測やFFT測定による異常解析、予防保全
●● �モーターやエンジン、発電機など回転機械の振動波形の各周期ごとの波形を振動エ
ネルギー波形にリアルタイム演算で変換

●● 演算結果に対してトリガをかけ、異常を検出
●● 振動をFFT機能で周波数分析（DL950は最大8波形）
●● 温度など他の信号と同時計測
●● 統合解析ソフトウェアプラットフォーム IS8000を使い、高速度カメラと同期計測

周波数

レベル

モーター 負荷トルク
センサー

12



7. 異常波形を見逃しても安心のヒストリ機能

課 題

異常波形の捕捉に時間がかかる
●● �オシロスコープで、ちらっと見えた異常波形を捕捉する
のに、トリガ条件を試行錯誤で変えて計測している

●● �オシロスコープの重ね描き（アキュムレート）機能で異常
波形を観測し、トリガ条件を設定しなおして再測定して
いる

参考情報
●● �スコープコーダは、横河計測のオシロスコープDLMシ
リーズと同じヒストリ機能を標準装備しています。

●● �ヒストリ機能は、一部のオシロスコープ製品でも搭載さ
れています。しかしながら、事前にユーザーがヒストリ
機能の初期設定を行う必要があったり、ヒストリ波形を
検索する機能が無い製品があり、注意が必要です。

選ばれる理由7

ヒストリ機能 
●● ユーザーが設定せずにトリガ波形を自動保存
●● �DL950は最大5000枚、DL350は最大1000枚のヒ
ストリ波形を保存

●● 様々な条件で保存された波形データを検索

高評価

検索で抽出

#1
#2

…

…
#N

ヒストリ機能と検索機能のイメージ
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コラム  ヒストリ機能の応用例

トリガをかけることができない場合（トリガ条件が複雑になる場合）
まずいずれかのトリガ機能で波形を捕捉し、後から検索で必要な波形を取り出すことができます。

トラブル解析
ヒストリ機能では、サンプリングデータそのものを保持しているので、１枚１枚の波形を詳細に解析することができます。
下記はヒストリ機能を使ってトラブルの原因を探る際のイメージです。複数チャネル間の相関を時間をさかのぼって調べることができます。

1

2

CH1

CH2

CH3

CH4

システム停止

CH1

CH2

CH3

CH4

トラブル解析

CH1

CH2

CH3

CH4

トラブル解析

CH1

CH2

CH3

CH4

原因解明
ヒストリ機能を
使って波形を確認

ヒストリ機能を
使って波形を確認

ヒストリ機能を
使って波形を確認

CH1

CH2

CH3

CH4

ヒストリ機能の
リプレイ機能が有効です。

CH4にグリッチノイズが
乗っている。

CH3のパルスが
通常の幅よりも短くなっている。

CH2が不安定になり、
信号が出力されなくなった。

CH1の信号が出なくなり、
システム動作が止まってしまった。

最大で 5,000枚 のデータが自動的にメモリーに蓄えられています。
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コラム  DL950のヒストリ機能

ヒストリ波形の重ね描きと波形抽出
●● �ヒストリ波形を重ね描きして異常個所を確認し、設定した条件
に一致する波形を抜き出す

●● �抽出した波形データでのカーソル操作やパラメータ検出、演算
●● 条件を設定して、波形データを検索

※�オシロスコープの重ね描き（アキュムレート）機能は、画像の重ね描きでデータが
存在しません。そのため、トリガ条件を再設定して、測定しなおす必要があります。

ヒストリ波形のサーチ機能
ゾーンサーチ
設定したサーチゾーンを通過した波形、または通過しなかった波形を検索します。

アクイジションメモリに保持された波形

指定した領域

指定した領域を通過した
波形だけを検索/表示

Selected Record 0

Selected Record −25

パラメータサーチ
設定したサーチパラメータの条件を満たす波形、または満たさなかった波形を検索します。

アクイジションメモリに保持された波形
サーチパラメータ：P-P
サーチ状態：OUT

P-Pが指定した範囲を超えた
波形を検出

Start Record

Time Range2Time Range1

End Record
Selected Record 0

Selected Record 28

P-P

ゾーンサーチで抽出した例。画面下段はズーム画面

ヒストリ波形の重ね描き ゾーンで抽出
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8. 交流電源ラインの異常検出・品質評価

課 題

交流電源の品質や異常を簡単に測定したい
●● �交流電源ラインのサグやサージ、周波数変動や電圧降
下を確実に捕捉したい

●● �個々のトリガ機能をANDやORで組み合わせて複雑な
トリガを構成するのは複雑で面倒
●● 交流電源の電力や高調波などを測定したい

選ばれる理由8

ウェーブウインドウトリガ 
●● �交流電源ラインの現波形直前の数サイクルの波形を元
に作成したリアルタイムテンプレートと現波形を比較し、
現波形があらかじめ設定したテンプレートの許容幅を外
れるとトリガをかける機能

●● �典型的な電源トラブルである、瞬停、サグ、サージなどに
加え、周波数変動、電圧降下なども効率よく検出可能

サージウェーブウィンドウ

サグ瞬停

トリガ
検出

サグ

※ウェーブ・ウィンドウは波形表示されません

高評価

制御ロジックの同時計測
ロジック信号も同時に計測できるため、予備電源への切り
替え制御も同時に評価します。

GPS時刻同期
GPSを使って離れた複数箇所で時刻を同期して測定します。

電力演算
●● �実効値、有効電力、積算電力、高調波など最大126
種類の電力パラメータを演算

●● �測定する電圧、電流信号と、演算した電力パラメータ
のトレンド波形を、同時にリアルタイム表示

●● 電力パラメータのトレンド波形でトリガ

DL350　FFT＆ 高調波解析例

記録した全データ

FFT解析 高調波解析

カーソル値表示
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9. �車載バスデータとアナログ・ディジタル
データの同時測定

課 題

ECUを含む制御システムを総合的に評価したい
●● �ECUや車載バス上のデータと様々なセンサー出力を同
時に計測、各信号の相関や応答をみたい

●● 安価で気軽に走行試験を行いたい

選ばれる理由9

CAN/CAN FD/LIN/SENT 
車載シリアルバスデータのトレンド波形表示
CAN/CAN FD/LIN/SENTの通信データをトレンド波形と
して、最高200 MS/sでサンプリングした制御信号や応答
信号の電圧・電流などを、他のチャネルと共に表示します。

バスデータのトレンド波形でトリガ
モニターしたバスデータのトレンド波形でトリガをかけられ
ます。

GPS位置・時刻情報を付加
アクセサリのGPSユニットを接続すれば、計測データに位
置・高度・速度・方位および時刻の情報を付加でき、走
行位置とセンサー出力や振動、CANデータなどの相関関
係を観測します。

●● 地図ソフトを使い、走行軌跡を地図上にトレース表示
●● �DIAdemを使い、計測データとともに走行軌跡を地図
上にトレース表示

DIAdem上での計測データとトレース表示例

RAMモニターとの同期計測（DL950） 
統合計測ソフトウェアプラットフォームIS8000を使い、
DL950とDTSインサイト社のRAMScopeと同期計測し
ます。

高評価

DL350 バッテリ電圧とアクセル・車速の同時測定例

バッテリ電圧

CAN FD–アクセル開度

CAN FD–車速
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10. 豊富な解析機能・便利な機能

課 題

計測・解析業務を効率化したい
計測・記録したデータをPCに読み込み、表計算ソフトな
どで解析せず、計測器上で様々な解析を簡単な操作で行
いたい。

選ばれる理由10

豊富な解析機能・便利な機能
豊富な解析機能や便利な機能を搭載、業務生産性を改善
します。

２か所ズーム 
ある現象の「原因」と「結果」といったように、同じデータ
や異なるチャネルの離れた箇所の同時拡大や、拡大率を

高評価

変えた２か所のズーム波形を表示します。

波形パラメータの自動測定および統計処理 
画面表示波形の波形パラメータの自動測定が可能。その
結果に対し、次の統計処理を行います。

●● 連続統計処理
●● サイクル統計処理
●● ヒストリ波形の統計処理

GO/NO-GO判定＆アクションオントリガ
●● 取り込んだ波形に対し、GO/NO-GO判定
●● �トリガ時やGO/NO-GO判定時に、メール送信やデー
タを自動保存

ソフトウェア
統合計測ソフトウェアプラットフォーム IS8000
スコープコーダや電力計、オシロスコープなどの遠隔設定・
画面モニター、計測器と高速度カメラやRAMモニターと
の同期測定、データ合成、解析、レポート作成まで統合
計測を支援します。

ドライバ
LabVIEWドライバ、USBドライバを使い、独自システム
の構築が可能です。

解析ソフトウェア
さらなる解析に、MATLABなどへデータを渡すことがで
きます。

高評価

DL350 2か所ズーム表示例

Zoom１ウィンドウ Zoom2ウィンドウ
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コラム  統計処理

アナログ波形、ロジック波形、CAN/CAN FD/LIN/SENT波形、FFT波形、XY波形、波形演算結果、電力演算結果（Power、Harmonic）、GPSの画面に表示されている波形に
対して各種測定項目（波形パラメータ）を算出し、統計処理を行います。測定項目は、DL950の仕様をご参照ください。

一覧リスト表示
以下の項目を統計処理し、
結果をリスト表示します。

●● 最大値
●● 最小値
●● 平均値
●● 標準偏差
●● �統計処理の対象にした測
定値の数

リストに対し、以下の処理が
可能です。

●● 並び替え
●● 最大値に移動
●● 最小値に移動

保存先ストレージ
●● 内蔵SSD
●● SDメモリーカード
●● USBストレージ
●● ネットワークドライブ

PCから直接読み出すことも
可能です。

連続統計処理
波形を連続して取り込みながら、それ
まで取り込んだすべての波形に対して
波形パラーメータを算出し、統計処
理を行います。

統計処理

ヒストリ波形の統計処理
ヒストリ機能を使って取り込んだ波形
を対象に自動測定項目を測定し、統
計処理を行います。

統計処理

保存 CSV書式

サイクル統計処理
表示されている波形をサイクル毎に分
割し、そのサイクル毎の波形パラーメー
タを算出し、統計処理を行います。
チャネルで周期が異なる場合、周期
が最も遅いチャネルの周期の数だけ
統計処理を行うこともできます。

統計処理

周期を求める対象波形にOwnを選択した場合

統計処理対象

統計処理対象

統計処理対象

CH1

CH2

CH3
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統合計測の必要性
近年の部品レベルでの性能・効率の改善はかなり進んできており、サブシステムレベル
での性能・効率の改善が必要になってきています。そのためには、制御信号や物理信号、
実際の挙動、プログラム、電力効率などを統合的に測定、解析していくことが重要です。

統合計測ソフトウェアプラットフォーム IS8000は、スコープコーダ、電力計、オシロス
コープ、および他社のRAMモニター、高速度カメラとの同期計測を可能とし、計測器
のセットアップから、計測、解析、レポート作成まで、統合計測ソリューションをご提
供します。

電力計・RAMモニター・映像との統合計測による高度な解析付録 1

事例１：電力計との同期計測 
●● �DL950とWT5000との同期計測
●● �モーター/インバータの電圧・電
流や振動・騒音、トルクや回転
速度、電力パラメータを同時に
記録、トレンド表示

事例２：RAMモニターとの同期計測（/EM1オプション） 
●● �DL950とDTSインサイト社製
RAMScopeとの同期計測

●● �インバータの入出力アナログ信
号と制御データ（RAMデータ）
を同一時間軸上で表示

●● �ECUからの指示データと実際の
応答を同一時間上で比較表示

事例３：高速度カメラとの同期計測（/FS1オプション） 
●● �DL950とフォトロン社製高速度
カメラとの同期計測

●● �各種センサー信号波形とスロー
モーション映像を同時に記録、
再生

450V 255V
301V 145V
156V 145V

450V 255V
301A 145A
156W 145W

DL950

同期

WT5000
IS8000

DL950

同期

RAMモニター

ECU
IS8000

DL950

高速度カメラ
IS8000
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仕様

スコープコーダ DL950 ポータブル スコープコーダ DL350 高速データアクイジションユニット SL1000

スロット数 8 2 8

最高サンプルレート 200 MS/s（720212、14 bit） 100 MS/s（720211、12 bit） 100 MS/s（720211、12 bit）

周波数帯域（－3 dB） 40 MHz（720212、14 bit） 20 MHz（720211、12 bit） 20 MHz（720211、12 bit）

チャネル数（アナログ）
最大32 ch（720256、4 ch）

最大128 ch（720221、16 chスキャン）
5台連結機能あり

最大8 ch（720254、4 ch）
最大32 ch（720221、16 chスキャン）

最大16 ch
8台連結機能あり

垂直分解能 12 bit/14 bit/16 bit（モジュールによる） 12 bit/16 bit（モジュールによる） 12 bit/16 bit（モジュールによる）

最大レコード長
4 Gポイント（内蔵メモリー）
50 Gポイント（内蔵SSD）

20 Gポイント（内蔵フラッシュメモリー）

100 Mポイント（内蔵メモリー）
20 Gポイント/モジュール（SDカード） 50 Mポイント（内蔵メモリー）

最大記録時間 50日
PCのストレージへストリーミング可能 50日 ２ Gポイント/サンプルレート（秒）

PCのストレージへストリーミング可能

最大入力電圧 絶縁1000 V（DC ＋ ACpeak） 絶縁1000 V（DC ＋ ACpeak） 絶縁1000 V（DC ＋ ACpeak）

対応シリアルバス CAN/CAN FD/LIN/SENT（/VCEオプション） CAN/CAN FD/LIN/SENT（/VEオプション） ー

重量 7.5 kg（本体のみ） 3.9 kg（バッテリ、モジュール2枚込） 6 kg（本体のみ）

電源 AC AC/DC/バッテリ（3時間） AC

括弧内6桁の数字はモジュールの形名です。
詳細についてはこちらをご参照ください。 <https://tmi.yokogawa.com/jp/solutions/products/data-acquisition-equipment/scopecorders/>

スコープコーダのラインアップ付録 2
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仕様

DLM3000 DLM5000

最高サンプルレート（全ch使用時） 2.5 GS/s 2.5 GS/s

周波数帯域（－3 dB） 200 MHz/350 MHz/500 MHz 350 MHz/500 MHz

最大チャネル数（含オプション）
アナログ2（2 chモデル）

アナログ４または
アナログ３ ＋ ロジック８（4 chモデル）

アナログ4 ＋ ロジック32（4 chモデル）
アナログ8 ＋ ロジック32（8 chモデル）

※2台連結機能（オプション）

垂直分解能 8 bit
12 bit（高分解能モード時）

8 bit
12 bit（高分解能モード時）

最大レコード長 500 Mポイント 500 Mポイント

最大入力電圧（1MΩ時） 300 Vrmsまたは400 Vpeak 300 Vrmsまたは400 Vpeak

ヒストリ最大枚数 100,000 100,000

対応シリアルバス（トリガ、デコード解析） UART（RS232）/I2 C/SPI/CAN/CAN FD
/LIN/FlexRay/SENT/CXPI/PSI5

UART（RS232）/I2 C/SPI/CAN/CAN FD
/LIN/FlexRay/SENT/CXPI/PSI5

内蔵ストレージ 300 MB（標準）/60 GB（オプション） 1.7 GB（標準）/64 GB（オプション）

内蔵プリンタ あり（オプション） あり（オプション）

DLM3000 4 chモデルのみ、シリアルバス解析機能に対応しています。
詳細についてはこちらをご参照ください。 <https://tmi.yokogawa.com/jp/solutions/products/oscilloscopes/digital-and-mixed-signal-oscilloscopes/>

横河計測のオシロスコープ付録 3
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●● �スコープコーダのルーツは、1984年発売の3655 Eアナライジングレコーダにさかのぼります。
●● �DL750以降のスコープコーダシリーズは、共通プラグインモジュールをご利用いただけます。
※一部のモジュールに制限あり。

スコープコーダの歴史付録 4

1980 1990 2000 2010 2020

OR1400
オシログラフィックレコーダ

1993

1984

3655E
アナライジングレコーダ

1994

AR1200
アナライジングレコーダ

2006

SL1400
スコープコーダ Lite

2007

SL1000
高速データアクイジション

2017

DL350
ポータブル スコープコーダ

DL708/DL716
ディジタルスコープ

1997 2002 2010 2013 2021

DL750/DL750P
スコープコーダ

DL850/DL850V
スコープコーダ

DL850E/DL850EV
スコープコーダ

DL950
スコープコーダ

共通プラグインモジュール対応
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お問い合わせ

�カスタマーサポートセンター 
E-mail：tmi-cs@csv.yokogawa.co.jp	
TEL：0120-137-046	
受付時間：祝祭日を除く、月～金曜日9：00～12：00、13：00～17：00

�ホームページからもお問い合わせいただけます。 
�https://tmi.yokogawa.com/jp/contact/

横河計測は、以下のようなサポートを提供し、日々向上に努めています。
●● 常駐のサポートエンジニアによる電話やメールでの顧客サポート
●● 新旧の計測器をそろえており、経験豊富なサポートエンジニアが実機を操作しながら直接対応いたします。
●● お客様の業務内容に合わせた操作説明や基礎 ＆ 使いこなしセミナー
●● 日本国内での修理 ＆ 校正サービス
●● 主要製品の3年間保証
●● マニュアル、ドライバ、ファームウェア、ソフトウェア最新情報のダウンロードサービス

本文中に使われている会社名および商品名称は各社の登録商標または商標です。記載内容は2022年3月31日現在のものです。
All Rights Reserved. Copyright © 2022, Yokogawa Test &  Measurement Corporation            [Ed:01] 


